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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年2月5日(2015.2.5)

【公表番号】特表2013-545877(P2013-545877A)
【公表日】平成25年12月26日(2013.12.26)
【年通号数】公開・登録公報2013-069
【出願番号】特願2013-544681(P2013-544681)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  14/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    2/22     　　　　
   Ｃ０８Ｆ   14/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月9日(2014.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）水と、
　（ｂ）少なくとも１つのエチレン性不飽和のフルオロモノマーと、
　（ｃ）下式（ＩＶ）：
【化１】

　を有し、式中、Ｘ１、Ｘ２、及びＸ３が独立して、Ｆ、Ｃｌ、及びＣＦ３から選択され
、Ｒが独立して、Ｈ、Ｉ、Ｂｒ、直鎖又は分枝鎖のアルキル、及び直鎖又は分枝鎖のフル
オロアルキル基から選択され、所望によりヘテロ原子を含有し、Ｒ１が、飽和又は不飽和
、置換又は非置換であってよく、所望によりカテナリーヘテロ原子を含む、直鎖又は分枝
鎖の完全フッ素化連結基であり、Ｍがカチオンであり、ｍが少なくとも２である少なくと
も１つの高度にフッ素化されたオリゴマーのフルオロスルフィン酸化合物と、を含む、マ
イクロエマルジョン。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのオリゴマーのフルオロスルフィン酸化合物が、式（ＩＩ）：
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【化２】

　による第２の単位を更に含み、式中、Ｘ４、Ｘ５、又はＸ６が独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ
、及びＣＦ３から選択され、Ｒ２が、飽和又は不飽和及び置換又は非置換であってよく、
所望によりヘテロ原子を含む、直鎖又は分枝鎖のフッ素化連結基であり、Ｇが、ペルフル
オロアルキル、カルボン酸、ニトリル、ハロゲン化スルホニル、スルホン酸塩、イミダー
ト、アミジン、アルコール、及びメルカプタンから選択され、ｎが少なくとも１であり、
Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｇ及びＲ２が、式（ＩＩ）により得られる単位が式（Ｉ）により得ら
れる単位とは異なるように選択される、請求項１に記載のマイクロエマルジョン。
【請求項３】
　（ａ）水と、
　（ｂ）少なくとも１つのエチレン性不飽和のフルオロモノマーと、
　（ｃ）下式（ＶＩ）：

【化３】

を有し、式中、Ｘ１、Ｘ２、及びＸ３が独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＦ３、及
びＣＨ３から選択され、Ｘ１、Ｘ２、又はＸ３のうちの少なくとも１つがＨであり、Ｒ１

が連結基であり、Ｚ１及びＺ２が独立して、Ｂｒ、Ｃｌ、Ｉ、Ｆ、ＣＦ３、及びペルフル
オロアルキル基から選択され、Ｍがカチオンであり、ｐが０又は１であり、ｎが少なくと
も２である少なくとも１つの部分的にフッ素化されているオリゴマーのフルオロスルフィ
ン酸化合物と、を含む、マイクロエマルジョン。
【請求項４】
　前記部分的にフッ素化されたスルフィン酸塩オリゴマーが：
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【化４】

　を更に含み、式中、Ｘ４、Ｘ５、及びＸ６が独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＦ

３、及びＣＨ３から選択され、Ｒ２が連結基であり、Ｚ３及びＺ４が独立して、Ｂｒ、Ｃ
ｌ、Ｆ、ＣＦ３、及びペルフルオロアルキル基から選択され、Ｙが、－Ｈ、－Ｂｒ、－Ｃ
ＯＯＭ、－ＳＯ３Ｍ、及び－［ＣＸ１Ｘ３－ＣＸ２（Ｒ１ＣＺ１Ｚ２Ｙ１）］ｑ、飽和又
は不飽和及び置換又は非置換であってよく、所望によりヘテロ原子を含む、直鎖又は分枝
鎖のフッ素化基から選択され、Ｙ１が、－Ｈ、－Ｂｒ、－ＣＯＯＭ、－ＳＯ３Ｍ、－ＳＯ

２Ｍ、及び－［ＣＸ１Ｘ３－ＣＸ２（Ｒ１ＣＺ１Ｚ２Ｙ１）］ｑから選択され、Ｚ１及び
Ｚ２が独立して、Ｂｒ、Ｃｌ、Ｉ、Ｆ、ＣＦ３、及びペルフルオロアルキル基から選択さ
れ、Ｍが有機カチオンであり、ｐが０又は１であり、ｍが少なくとも１であり、ｑが少な
くとも１である、請求項３に記載のマイクロエマルジョン。
【請求項５】
　（ａ）水と、
　（ｂ）少なくとも１つのエチレン性不飽和のフルオロモノマーと、
　（ｃ）下式ＶＩＩ：
　ＣＸ１Ｘ３＝ＣＸ２－Ｏ－Ｒ－ＣＦＸ－ＳＯ２Ｍ
　による高度にフッ素化されたビニルエーテルスルフィン酸塩から選択され、式中、Ｘ１

、Ｘ２、及びＸ３が独立して、Ｆ、Ｃｌ、及びＣＦ３から選択され、ＸがＦであるか、直
鎖又は分枝鎖の完全フッ素化アルキル基であり、Ｒが、飽和又は不飽和、置換又は非置換
であってよく、所望によりカテナリーヘテロ原子を含む、直鎖又は分枝鎖の完全フッ素化
連結基であり、Ｍがカチオンである少なくとも１つのエチレン性不飽和で重合性モノマー
のフルオロスルフィン酸化合物と、を含む、マイクロエマルジョン。
【請求項６】
　（ａ）水と、
　（ｂ）少なくとも１つのエチレン性不飽和のフルオロモノマーと、
　（ｃ）下式ＶＩＩＩ：
　ＣＸ１Ｘ＝ＣＸ２－（Ｒ１）ｐ－ＣＺ１　Ｚ２－ＳＯ２Ｍ　（ＶＩＩＩ）
　による少なくとも１つのエチレン性不飽和で重合性モノマーのフルオロスルフィン酸塩
化合物から選択され、式中、Ｘ１、Ｘ２、及びＸ３が独立して、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、ＣＦ３、及びＣＨ３から選択され、Ｘ１、Ｘ２、又はＸ３のうちの少なくとも１つがＨ
であり、Ｒ１が連結基であり、Ｚ１及びＺ２が独立して、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＦ３、
及びペルフルオロアルキル基から選択され、ｐが０又は１であり、Ｍがカチオンである少
なくとも１つのエチレン性不飽和で重合性モノマーのフルオロスルフィン酸塩化合物、を
含む、マイクロエマルジョン。
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